
私たちＪＡたじまは地域に根ざした農業協同組合として、これまで組合員の
農業所得の向上と、但馬農業の維持・拡大、そして地域の活性化に取り組んできました。 
政府が定める農協改革集中推進期間（～平成３１年５月）を見据え、ＪＡたじまでは
あらためて「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の使命を担い、
スローガン  
のもと、自己改革の取り組みを進めてまいります。
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1 農業者の所得増大

2 農業生産の拡大

但馬の自然を生かした米づくりで所得向上

　JAたじまでは但馬の魅力である豊かな自然を守りながら、その自然を
生かした米づくりを推進してきました。栽培に使用する農薬を減らした「特
別栽培米」として、コシヒカリでは「ふるさと但馬米」、酒米では「五百万
石」などに取り組んでいます。中でもコープこうべと連携した「つちかお
り米」、酒造メーカーと連携した「フクノハナ」の栽培は平成２９年度に３０
周年を迎えるなど、長期的な取り組みとなっています。

※平成２９年度特別栽培米集荷実績（１１/３０時点）　
　１６万６,５８０袋（全集荷数量の４７％）

３年連続で子牛平均価格１位
　養父市の「但馬家畜市場」で年９回子牛のセリ市を開催
しており、平成２６年から平成２８年まで３年連続で子牛平
均価格全国１位となりました。

但馬のお米を
２０２０年東京オリンピックへ
　２０２０年東京オリンピックでの食材採用をめざし、組合
員農家とともに、「コウノトリ育むお米」の「Ｇ-ＧＡＰ（グ
ローバルギャップ）」（国際的な農業生産工程管理の基準）
の取得に取り組んでいます。

「たじまピーマン」が近畿圏最大の産地へ
　但馬の全域で栽培に取り組んでい
るピーマンは、平成２７年には販売
高２億円を超え、夏秋ピーマンでは
近畿圏最大の産地となりました。さ
らなるブランド化を進めるため、平
成２７年には「たじまピーマン」を
地域団体商標に登録しました。また、
但馬発祥の「朝倉さんしょ」の産地
拡大・ブランド化を進めています。

「コウノトリ育むお米」の
積極的な生産拡大・販促実施
　コウノトリとの
共生をめざして平
成１５年から作付
が始まった「コウ
ノトリ育むお米」
は、自然環境に配
慮して無農薬・減
農薬で栽培されたお米です。平成２９年度には作付
面積が４５７.３ha と年々拡大しています。平成２９年
１月からは、歌舞伎役者の片岡愛之助さんをイメー
ジキャラクターとして、関東圏から沖縄まで幅広い
地域で販促活動を行うなど、コウノトリ育むお米を
環境に配慮した但馬産米のブランドリーダーとして
積極的な販促に取り組んでいます。

生産者・消費者ニーズに応える
「こうのとりカントリー」
　平成２７年、豊岡市に「こうのとりカントリーエレベーター」を
設置しました。５０ｔ貯留ビン８８基と１ｔコンテナ１２０基を使用し
て、但馬の特徴あるお米の、生産者・品目の個別乾燥を実現しました。

２億９,２００万円融資で農業経営を支援	
　「アグリマイティ資金」など低利な資金の提供に取り組んだほか、平成
２９年度には生産拡大を目指す農家に向けた助成事業を実施しました。

※平成２８年度営農資金貸出実績　１１９件　２億９,２０５万円

　新規就農・規模拡大にか
かる経営指導のほか、牛舎
整備への助成に取り組んだ
結果、飼養頭数は平成１９年
の３,２５９頭から平成２９年に
は３,５１５頭に増加しました。

専門の体制で担い手農家を支援
　平成２８年度には、大規模担い手農家への対応を専門とし
た「担い手支援センター」を設置し、ＴＡＣ（担い手専門営
農相談員）を中心として地域の担い手農家に対する支援活
動に取り組んでいます。

直売所「たじまんま」の売上累計が
３１.６億円
　平成２３年、豊岡
市にオープンした直
売所「たじまんま」
の平成２９年１１月末
までの累計来店者は
１５５万人、累計販売
高は３１億６,０００万
円となりました。

但馬牛の
子牛２５６頭の
増頭を達成



３年連続で子牛平均価格１位
　養父市の「但馬家畜市場」で年９回子牛のセリ市を開催
しており、平成２６年から平成２８年まで３年連続で子牛平
均価格全国１位となりました。

但馬のお米を
２０２０年東京オリンピックへ
　２０２０年東京オリンピックでの食材採用をめざし、組合
員農家とともに、「コウノトリ育むお米」の「Ｇ-ＧＡＰ（グ
ローバルギャップ）」（国際的な農業生産工程管理の基準）
の取得に取り組んでいます。

お米の直接販売１０億８,７００万円、
輸出累計３１トン
　ＪＡたじまでは
関東圏から沖縄ま
で幅広い地域で但馬
のお米を販売してお
り、平成２８年度は
１０億８,７１７万円を直
接販売しました。ま
た、平成２７年度か
らは「コウノトリ育
むお米」の海外輸出
に向けた取り組みを進めており、ミラノ万博やドバイ国際食品見本
市への出展や香港やシンガポールで試験販売、アメリカへの輸出を
行っています。（累計輸出数量３１.３トン）

資材主要品目で値下げ・価格上昇を抑制	
　肥料・農薬の集約を図る
など、資材コストの低減に
取り組んでいます。
　平成２９年には組合員利用
が多い肥料「エムコート」
について、製造業者と直接
交渉を行い、２０％の値下げ
を行いました。また、大規
模担い手農家を対象とした還元施策は対象を拡大して実施し、地域
農業の維持・発展を支援しています。

「コウノトリ育むお米」の
積極的な生産拡大・販促実施
　コウノトリとの
共生をめざして平
成１５年から作付
が始まった「コウ
ノトリ育むお米」
は、自然環境に配
慮して無農薬・減
農薬で栽培されたお米です。平成２９年度には作付
面積が４５７.３ha と年々拡大しています。平成２９年
１月からは、歌舞伎役者の片岡愛之助さんをイメー
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２億９,２００万円融資で農業経営を支援	
　「アグリマイティ資金」など低利な資金の提供に取り組んだほか、平成
２９年度には生産拡大を目指す農家に向けた助成事業を実施しました。

※平成２８年度営農資金貸出実績　１１９件　２億９,２０５万円

生産効率を高める
施設整備を促進
　農作業効率の改善によって生産拡大を図るため、
特産物施設の整備を進めました。今後も必要な設備
の更新を進め、生産効率の向上・生産拡大を支えて
いきます。

　新規就農・規模拡大にか
かる経営指導のほか、牛舎
整備への助成に取り組んだ
結果、飼養頭数は平成１９年
の３,２５９頭から平成２９年に
は３,５１５頭に増加しました。

専門の体制で担い手農家を支援
　平成２８年度には、大規模担い手農家への対応を専門とし
た「担い手支援センター」を設置し、ＴＡＣ（担い手専門営
農相談員）を中心として地域の担い手農家に対する支援活
動に取り組んでいます。

直売所「たじまんま」の売上累計が
３１.６億円
　平成２３年、豊岡
市にオープンした直
売所「たじまんま」
の平成２９年１１月末
までの累計来店者は
１５５万人、累計販売
高は３１億６,０００万
円となりました。

ＪＡたじま自己改革の取り組み
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　地域の営農振興を支え
る「農業・生活メインバ
ンク」として、貯金のほか、
営農資金の貸付や住宅・
マイカー・教育ローンな
ど各種ローンの提供を行
うとともに、各種相談会
では年間のべ約２,９００名
（平成２８年度）の方のご相
談に対応しました。

子育て支援と地域貢献

　子育て中の母親を対象とした料理教室「ママ友くらぶ」
や会員限定イベントが好評の「アンパンマンこどもくらぶ」
を通じて親子で楽しめる場の提供に取り組んでいます。ま
た、小学生が参加する地域スポーツ大会への協賛など地域
貢献に取り組んでいます。

「あぐりキッズ」で食農体験
　平成２１年に開講した食農体験教室「あぐりキッズスクール」は、
平成２９年度で９年目を迎え、これまでにのべ７００人を超える小
学生が参加しました。ＪＡでは但馬の農業と農産物のファンづく
りをこれからも続けていきます。

3 地域の活性化
但馬全域でニーズに対応した介護サービスを提供
　ＪＡたじまでは「人として、その人らしく生きる
力を応援します」を高齢者介護福祉事業の基本理念
に掲げ、サービス拡充を進めてきました。平成２６
年には豊岡ショートステイ、七釜デイサービスを開
業するなど、但馬管内に４つの介護センターと２
つのデイサービス、１つのショートステイ施設を運
営し、訪問・居宅・通所・短期入所生活介護事業を
行っています。さらに、
ＪＡ独自のサービスとし
て「高齢者生活支援事業」
を行うなど、地域の高齢
者とそのご家族のニーズ
に応えた介護サービスを
行っています。

年間のべ
２,９００名の
金融相談に対応

年金友の会で３５,０００人が交流
　ＪＡたじまで
年金をお受取
りいただく方々
の組織「年金友
の会」は会員数
が約３５,０００人
（平成２９年度）
となっており、
観劇会やグラウンドゴルフ大会、旅行などを通じて
親睦を深めています。

こども向け交通安全教室の開催
　JA 共済では但馬の未
来を支えるこどもたちを
交通事故から守るため、
交通安全の啓発活動に取
り組んでいます。平成２３
年度からは「アンパンマ
ン交通安全キャラバン」
を開催するほか、平成２９
年度からは新たに管内中
学校でスタントマンを起用した交通安全教室を開催しています。




